
 

 

 

 

「一人一人が 安心して 自分のよさを発揮できる学校」を目指します 

令和７年度がスタートして、はや２か月。ここで、本校の教育活動を進める上で

基本としている指針（目指す学校像）について改めてお伝えいたします。 
 

一人一人が ………学校教育の基本は、教師から子どもたち一人一人へのあたたかいま

なざしにあると考えています。  

安 心 して…………子どもたちのよりよい成長には、いじめやトラブルのない環境、ほっと

できる場が必要不可欠。学校がそのような場所となるよう努めます。 

自分のよさを発揮…自分のよさを知りそれを生かせる人は幸せな人だと思います。子どもた

ちにはそうなってほしい。そのために小学校段階からお互いのよさを知り、

認め合う場面を積極的に設けてまいります。 
 

上のような学校像を具現化させるために、今年度本校で重点を置いて実施する取

組は以下のとおりです。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

これらの取組を通して子どもたちがやる気を高

め、一人一人が思う存分に力を発揮できる１年とな

ることを心から願っています。また、子どもたちのよ

りよい成長のためには、保護者の皆様と教職員が同

じ方向を向いて学校教育や家庭教育を進めていくこ

とが重要と考えます。これまで同様に各ご家庭のご

支援、ご協力をどうぞよろしくお願いいたします。  

 

ほめて認めて、叱って諭し、また、ほめて伸ばす 

一人一人が 安心して 自分のよさを発揮できる学校  

令和７年６月２日発行  

問題解決的な学習・コース選択学習 

積み重ねが必要で個人差が広がり  

やすい算数の学習では、じっくり  

と問題に取り組む学び方を重視します。ま

た、低学年では複数の教職員による授業の機

会を設け、中・高学年では学び方を自己決定

するコース選択学習を継続的に実施します。 

体育専科教員による授業  

１・２年生では子どもたちの発達段

階に即した運動経験を授業の中で促  

進し、３年生以上では体育について専門性の

高い教師陣による質の高い授業を日常的に

実践し、子どもたちが喜んで体を動かし、運

動技能を向上させるよう導きます。  

運動会や音楽会、今成っ子 

まつりなどの学校行事は、 

子どもたちの意欲と自信を

育む大切な機会と捉えています。

事前学習を十分に生かし、それぞ

れの場面で子どもたちが全力を注

ぐ雄姿を楽しみにしています。 

特別活動（学級会活動） 

学級会を核に話し合い 

折り合いをつけながら 

物事を決める活動を充実させま

す。係や当番活動、クラブや委員

会でも主体性を伸ばす子どもた

ちの姿が期待されます。 

なかよしルーム 

人に支援されると 

気持ちが落ち着き 

心のエネルギーが満タ

ンになることがありま

す。そんな場所が学校

にあると誰にとっても

いいですよね。 

５月１５日の業間、視聴覚室に全員が
集合。「学級の合言葉」が決定したとの
報告を受け、代表児童から台紙を頂戴
しました。主体性の萌芽を感じました。 


